
【Ⅲ】

設計
・
施工

④ＢＩＭ／ＣＩＭ活用【河川分科会・砂防分科会】
●ウェアラブルカメラ等による映像・

音声の双方向通信を使用して、遠隔臨場【営繕ＷＧ】

【Ⅱ】

調査
・
測量

②レーザ測深【河川分科会】
③ナローマルチビームによる測定【ダム分科会】
●ウェアラブルカメラを活用した

リモート現地調査【防災ＷＧ】
●ドローン調査の運用強化【防災ＷＧ】

【Ⅰ】プラットフォーム構築

・地図ベースの河川管理データ及び取得した３次元データを格納・利用するためのプラットフォーム(ＧＩＳ)
※各種情報を一元管理・共有、集計や資料作成等を可能とするプラットフォームとする.

関東地方整備局

・３次元データやＡＩ、新技術を活用し、各種業務の効率化・高度化を図る。

河川ＷＧ
グループ長 ：河川部長
副グループ長：河川調査官

河川分科会

◎河川情報管理官
河川管理課：課長・河川保全専門官
河川工事課：課長・課長補佐（河川）
水災害予報Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・水災害対策専門官
水災害対策Ｃ：ｾﾝﾀｰ長・課長補佐
荒川下流河川事務所長
下館河川事務所長
荒川調節池工事事務所長
関東技術事務所長

ダム分科会

◎水理水文分析官【全分科会統括】
河川管理課：課長補佐（ダム）
利根川ダム統合管理事務所長

砂防分科会

◎総合土砂管理官
河川計画課：課長補佐（砂防）
河川工事課：建設専門官（ダム・砂防)
日光砂防事務所長

【河川ＷＧ】新たな施策（技術）による各種業務の効率化

◎分科会リーダー
●他ＷＧ取組内容（検討結果を踏まえ、河川ＷＧにおいても適用検討）
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⑤ＵＡＶによる河川巡視・点検【河川分科会】
⑥ＵＡＶによる砂防施設点検【砂防分科会】
⑦ＡＩによる砂防施設の健全度判定【砂防分科会】
⑧越水・決壊センサー【河川分科会】
⑨ダム貯水池のデジタル管理【ダム分科会】
●車載カメラ映像の共有・リアルタイム化【道路ＷＧ】
●ＡＩによる舗装損傷の自動検知【道路ＷＧ】

【Ⅳ】

点検
・
管理

①３次元河川管内図【河川分科会】



目 標 Ｒ３実施状況

【Ⅰ】プラットフォーム構築

①３次元河川管内図
□令和７年度迄に国管理河川の「３次元河川管

内図」を整備・運用
・荒川３Ｄ河川管内図作成，一般公開
・関東地方整備局統合版構想

【Ⅱ】調査・測量

②レーザ測深
□定期縦横断測量時に航空レーザ測量を実施

（令和６年度までに全河川で実施）
・小貝川、鬼怒川にて航空レーザ測量実施

③ナローマルチビーム測深
□令和５年度より、全てのダムでナローマルチ

ビーム測深を実施
・藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、八ッ場ダム貯水

池において、ナローマルチビーム測深実施

【Ⅲ】設計・施工

④ＢＩＭ／ＣＩＭ活用

□令和５年度より、全ての詳細設計・工事で

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

・荒川デジタルツイン運用方針（案）策定
・ＩＣＴ施工を実施
・水門詳細設計にて、立体的（３Ｄ）に表現
・３次元データによる除草工事の出来形確認

・３Ｄ模型を作成し、安全対策に活用

【Ⅳ】管理・点検

⑤ＵＡＶによる
河川巡視・点検

□河川巡視等をＵＡＶで実施し、撮影された映
像をＡＩによる分析で異常等を検知する。

・現地にてＵＡＶによる撮影を実施

⑥ＵＡＶによる
砂防施設点検

□砂防施設点検の省力化のためにＵＡＶによる
施設点検（撮影）を実施【令和６年度運用】

・ＵＡＶ（自律飛行）による砂防施設点検
（富士川砂防）を試行

⑦ＵＡＶによる
砂防施設点検

□砂防施設点検の省力化のためにＵＡＶによる
施設点検（撮影）を実施【令和６年度運用】

・ＵＡＶ（自律飛行）による砂防施設点検
（富士川砂防）を試行

⑧越水・決壊センサー
□堤防に高密度に設置したセンサーの情報から、

越水や決壊を検知【令和４年度運用】
・久慈川・那珂川、入間川流域で試験運用
・センサーの統合監視を行うシステム構築

⑨ダム貯水池デジタル管理
□令和６年度より、３次元データを活用した、

ダム貯水池のデジタル管理を実施。
・３次元データ取得・蓄積

（③ナローマルチビーム測深）

関東地方整備局
【河川ＷＧ】

活用事例
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各種データ・システム

関東地方整備局

【令和３年度】
・河川部及び関東技術事務所において、３次元河川管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（サーバ方式、データ掲載方法等）の概略検討。
・荒川下流河川事務所において、３次元河川管内図を作成し、維持管理への活用方法等を検討
○３次元河川管内図公開

○荒川ＤＸ勉強会

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

河川管理施設台帳

河川現況台帳

河川カルテ

重要水防箇所

完成図書

ＲｉＭaＤＩＳ

水害リスクライン

浸水ナビ

水理水文データ
ベースシステム

川の防災情報

３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ概略検討 ３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ詳細検討 ３次元管内図プラットフォーム構築

３次元管内図作成(事務所)

CCTV映像データ

etc

一元管理

連携

３次元河川管内図（イメージ）

現況管内図（平面図）

全河川運用開始

【河川ＷＧ】
ロードマップ
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３次元データを活用し、管内図を立体的に表現するとともに、河川に関する情報を集約し、
一元管理することにより、誰もが理解しやすく、迅速なデータ活用を可能とする。

３次元管内図活用検討(事務所)

【Ⅰ】プラットフォーム構築

ＤＸ ３次元河川管内図（イメージ）



・３次元河川管内図プラットフォーム（サーバ方式、データ掲載方法等）の概略検討。
→関東地方整備局全体版として作成（局一括発注）

基本機能をベースに、機能を追加・共有（アドオン）できるような仕組み

・荒川下流河川事務所において、３次元河川管内図を作成し、維持管理への活用方法等を検討。
→荒川３Ｄ河川管内図を一般公開。河川区域・河川保全区域等を示し、河川法申請等の確認に活用
→荒川３Ｄ洪水ハザードマップを一般公開。住民や企業の方が浸水深などを視覚的に理解可能のため、地域の防災ワーク

ショップで具体的な避難計画検討に活用

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・関東地方整備局版３次元河川管内図の詳細設計実施。
・既存台帳やシステム等との連携を図り活用方法等を検討。

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

３次元河川管内図（荒川下流部）
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３次元河川管内図全体構成（案）
関東地方整備局版

6月28日:『荒川３Ｄ浸水想定区域図(下流域)』公表

7月 5日:『荒川３Ｄ河川管内図(下流域)』公表

9月10日:３次元管内図の解説動画の公表

9月27日:３次元管内図のスマホ用の公表

9月28日:荒川水系流域治水プロジェクト
（東京ブロック）の対策状況の追加

11月 1日：京成本線荒川橋梁部と切り欠き部対策の
３Dモデルの追加

11月 1日：河川区域・河川保全区域等の追加

1月31日：河川占用図の追加

2月 2日：治水地形分類図の追加

2月24日：河川カメラ ライブ映像を公開

6月28日:『荒川３Ｄ浸水想定区域図(下流域)』公表

7月 5日:『荒川３Ｄ河川管内図(下流域)』公表

9月10日:３次元管内図の解説動画の公表

9月27日:３次元管内図のスマホ用の公表

9月28日:荒川水系流域治水プロジェクト
（東京ブロック）の対策状況の追加

11月 1日：京成本線荒川橋梁部と切り欠き部対策の
３Dモデルの追加

11月 1日：河川区域・河川保全区域等の追加

1月31日：河川占用図の追加

2月 2日：治水地形分類図の追加

2月24日：河川カメラ ライブ映像を公開

詳細は次頁

～荒川下流河川事務所の取り組み一覧～

【Ⅰ】プラットフォーム構築



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 荒川３Ｄ河川管内図

荒川下流河川事務所における荒川３Ｄ河川管内図（下流域）の取り組み

全国で初めて３次元の河川管内図『荒川３Ｄ河川管内図(下流域)』をＨＰに公表（令和3年7月5日）全国で初めて３次元の河川管内図『荒川３Ｄ河川管内図(下流域)』をＨＰに公表（令和3年7月5日）

＜ポイント＞
・3D都市モデル(ProjectPLATEAU)を活用
・スマートフォンからも閲覧可能
・解説動画をYouTubeで配信

＜荒川３Ｄ河川管内図の活用事例＞

河川区域 河川保全区域

■河川区域・河川保全区域等の表示

河川法申請の必要性が明確。

■河川占用者の表示

河川法第24条で占用されている
範囲や占用者の情報が明確。

■荒川３Ｄ洪水浸水想定区域図（下流域）

３Ｄにしたことで洪水リスクが直感的に
理解できる

地元自治体のコミュニティ
防災ワークショップで活用

【Ⅰ】プラットフォーム構築

24種類のレイヤーを実装
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

３次元河川管内図
関東地方整備局統一版
詳細検討

３次元河川管内図
活用方法等検討

・関東地方整備局管内の３次元河川管内図（プラットフォーム）構築に向けた詳細検討を実施。
・作成済みの３次元河川管内図において、既存台帳やシステム等との連携を図り活用方法等を検討。

Ｒ４実施目標

関東地方整備局

Ｒ４実施計画

・令和５年度からのシステム構築に向けた、基礎検討、発注仕様の作成

※特記事項

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

３次元データを活用し、管内図を立体的に表現するとともに、河川に関する情報を集約し、
一元管理することにより、誰もが理解しやすく、迅速なデータ活用を可能とする。

３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ概略検討 ３次元管内図ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ詳細検討 ３次元管内図プラットフォーム構築

３次元管内図作成(事務所)

全河川運用開始
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３次元管内図活用方法検討

【Ⅰ】プラットフォーム構築



関東地方整備局

３次元データの取得
・定期縦横断測量時（５年に１度）にレーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。

【令和３年度】
・定期縦横断測量実施河川（鬼怒川・小貝川）において、レーザ測深（点群測量）を実施し、３次元データを取得。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

定期縦横断測量（５年に１回）時に点群測量実施（全河川事務所） ※令和６年度迄に全河川データ取得

従来の測量では測点［●］のみデータがあったが、
レーザにより測点間の堤防高の把握も可能に。

【河川ＷＧ】
ロードマップ
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航空レーザ測深による堤防高把握（イメージ）

３次元データ取得年度

利根川上流部 令和２年度

利根川下流部 令和４年度予定

霞ヶ浦 令和４・５年度予定

江戸川 令和２年度

中川・綾瀬川 令和２年度

渡良瀬川 令和元年度

鬼怒川 令和３年度

小貝川 令和３年度

烏川・神流川 令和２年度

荒川上流部 令和２年度

荒川下流部 令和元年度

多摩川 令和２年度

鶴見川 令和５年度予定

相模川 令和６年度予定

那珂川 令和２年度

久慈川 令和２年度

富士川・笛吹川 令和２年度

DX



・定期縦横断測量実施河川において、レーザ測深を実施し、３次元データを取得。
→鬼怒川、小貝川で航空レーザ測深を実施し、３次元データを取得。

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・引き続き、定期縦横断測量時に航空レーザ測深（点群測量）を実施。

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX
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【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

計測日数：１２０日（延べ）

従来：地上測量（測点毎） ３次元データの取得（航空レーザ測深）ＤＸ

鬼怒川下流部 飛行計画コース図

計測日数：４日

取得したデータの活用例

立体画像（ＤＳＭ） 立体画像（ＤＥＭ）



・定期縦横断測量実施河川において、レーザ測深を実施し、３次元データを取得。

関東地方整備局

・定期縦横断測量（５年に１度）時に取得。

DX

ＷＬＢ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

３次元データ取得のため、各河川における定期縦横断測量時（５年に１度）にレーザ測深
（点群測量）を実施。

定期縦横断測量（５年に１回）時に点群測量実施（全河川事務所） ※令和６年度迄に全河川データ取得

Ｒ４実施目標

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

定期縦横断測量
（利根川下流部・霞ヶ浦）

Ｒ４実施計画

※特記事項

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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関東地方整備局

【令和３年度】
・利根川ダム利根川ダム統合管理事務所（モデルダム）において、ナローマルチビームによる測定を実施し、

３次元データを取得。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

貯水池３次元データ取得・蓄積(モデルダム)

従来:シングルビーム測量（測点毎）

貯水池３次元測量完全移行デジタル管理検討

水面下の堆砂状況を面的に測定・把握

【河川ＷＧ】
ロードマップ

ダム貯水池において、水中部の３次元データ取得のためナローマルチビーム測深を実施する。

10

３次元データの取得（ナローマルチビーム測深）

シングルビーム ナローマルチビーム

線的にデータ測深 面的にデータ測深

扇状に複数の
音響ビーム発射

直下に一点のみ
音響ビーム発射

ＤＸ

測点毎の横断測量（データ）であり、堆砂傾向
については測点毎の比較しかなく、「どこに」
「どれだけ」堆砂したかの把握が困難。

測線（測点）のみ把握可能



・利根川ダム統合管理事務所において、ナローマルチビームによる測定を実施し、３次元データを取得。

→藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、八ッ場ダム貯水池において、ナローマルチビームによる測定を実施。

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・引き続きナローマルチビーム測定を実施し、３次元データを取得・蓄積。

DX

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

取得した３次元データ活用例：カラー段彩図【イメージ】

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

DX３次元データ取得のため、ダム湖においてマルチナロービーム測定を実施する。

貯水池３次元データ取得・蓄積(モデルダム) デジタル管理検討 貯水池３次元測量完全移行

・令和３年度に引き続き、マルチナロービーム測定を実施し３次元データの取得・蓄積を実施。

Ｒ４実施目標

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

貯水池堆砂測量
（藤原ダム、相俣ダム、
薗原ダム、八ッ場ダム）

Ｒ４実施計画

※特記事項

・毎年実施

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

12



関東地方整備局

【令和３年度】
・荒川下流河川事務所「荒川ＤＸ勉強会」で３次元河川管内図へ３次元完成図を取り込むデジタルツインを検討。
・下館河川事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事の完成データを維持管理データ（３次元）へ登録・活用する方策検討。
・荒川調節池工事事務所において、ＢＩＭ／ＣＩＭ等３次元データの利活用方策検討

※ＢＩＭ／ＣＩＭデータ公開［5/31］ → 新たな発想等の掘り起こし。
・日光砂防事務所（法面対策工事）において試行。施工時に３次元測量実施し、CIMによる施工効率化を検討。
※建設業協会と整備局職員のDX勉強会［7/28］，ICT施工・CIM活用取組 現場講習会［10/16予定］

・利根川水系砂防事務所（地すべり対策工事）において試行。
※ICT施工・CIM設計・遠隔臨場現場学習会［7/5］

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事実施

設計・施工（起工測量）に３次元データを活用

全ての詳細設計・工事でＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

３次元データ活用方策検討

【河川ＷＧ】
ロードマップ

３次元データを活用し、設計から工事の出来形管理、工事検査を行うとともに、工事の完成データ（完成
図書）の３次元河川管内図への登録を行う。

13

ドローン等による
３次元測量

出来形確認・検査
ＩＣＴ建設機械

施工
設計・施工計画 維持管理への活用

【Ⅲ】設計・施工

完成データ（３次元）プラットフォーム登録設計・施工（起工測量）に３次元データを活用



・ＢＩＭ／ＣＩＭ等３次元データの利活用方策検討
→測量から工事の各段階の成果をデジタルツインとして利活用するために、荒川デジタルツイン運用方
針（案）をＲ４．３に策定予定【荒川下流河川事務所】

→３次元データを活用したICT機械施工、詳細設計業務で３次元表示を実施【荒川調節池工事事務所】
→ＵＡＶ測量から３次元データを活用した除草面積確認【下館河川事務所】
→３次元データよりモデル作成・３Ｄプリンター模型から安全対策等に活用【日光砂防事務所】

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・各工事、詳細設計において、ＢＩＭ／ＣＩＭ（３次元データ）を活用

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

14

3Dプリンタで模型を製作
（安全対策等に活用）

日光砂防事務所

荒川デジタルツイン運用方針
（案）

荒川下流河川事務所

荒川調節池工事事務所
詳細設計業務

令和３年度 ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事・業務件数

工事・・・６５件
業務・・・３６件（詳細設計）

構造物モデルに地形モデル、
線形・土工モデルを統合

詳細：15頁

詳細：17頁

下館河川事務所

詳細：16頁

河川関係分（速報値）

※Ｒ４．３月策定予定

除草面積の確認 法面対策工事



関東地方整備局荒川調節池工事事務所

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

GNSSアンテナから得たバケットの位置情報と、３次元設計データ
をもとに、操作をセミオート化。
バケットの刃先が設計面に達すると作業機が自動的に停止、微操
作をしなくても、アシスト機能で刃先が設計面に沿って動く。

ＩＣＴ建設機械施工（法面整形）

インテリジェントマシンコントロールバックホウ

【敷均し】
GNSSアンテナから得たブレードの刃先位置と、施工設計データ
をもとに、ブレードを自動制御。オペレータは車両を前後左右に
操縦するだけで計画の高さに仕上がる。

【締固め】
転圧した箇所が回数によって色分けされ、

施工しながら転圧回数 の確認ができる。

ＩＣＴ建設機械施工（敷均し・締固め）

インテリジェントマシンコントロールブルドーザ

作業時の運転席のモニター

作業時の運転席のモニター

15

Ｒ２荒川第二調節池排水門詳細設計業務

ＢＩＭ・ＣＩＭ詳細設計

土木：本体,翼壁,管理橋,矢板等

機械：扉体,巻上機,操作盤等

建築：本体,ﾏｼﾝﾊｯﾁ,点検口,雨樋等

川裏側(調節池内側)から排水門を見た視点

構築した主なBIM/CIMモデル
（構造物モデル）

立体的（３次元）に表現し、景観等の検討に活用。

構造物モデルに地形モデル、線形・土工モデルを統合

④ＢＩＭ／ＣＩＭ（３次元データ）活用事例



関東地方整備局下館河川事務所

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

３次元データを活用した除草面積の算出と検査の効率化

従来：計測による除草面積の出来高確認 ＤＸ

除草範囲を計測し、面積を算出

３三次元データを活用した除草面積の算出

④ＢＩＭ／ＣＩＭ（３次元データ）活用事例
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ＵＡＶによる計測

面積計算書

パソコン上で面積確認



関東地方整備局日光砂防事務所（法面対策工事）

点群データに３Ｄモデルを組み合わせ

３次元データを活用した出来形数量確認

斜面上で直接測量するため、斜面滑落の危険性があった。
UAV等で取得したデータを画面上で確認でき、安全かつ迅速。

従前の出来形確認

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

3Dプリンタで模型を製作

若手技術者、新規入場者でも視覚的に理解
でき、安全教育の効果が高まった。

安全教育にて３Ｄ模型を活用

※この他、施工計画の検討にも活用。
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④ＢＩＭ／ＣＩＭ（３次元データ）活用事例



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

DX
３次元データを活用し、設計から工事の出来形管理、工事検査を行うとともに、工事の
完成データ（完成図書）の３次元河川管内図への登録を行う。

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用工事実施

工事完成データの登録検討

全ての詳細設計・工事でＢＩＭ／ＣＩＭ活用原則適用

Ｒ４実施目標

・ＢＩＭ／ＣＩＭ工事、詳細設計実施（３次元データの活用）

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

ＢＩＭ／ＣＩＭ活用
工事・詳細設計

・ ３次元データの活用内容検討

※特記事項

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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関東地方整備局

・河川における巡視・点検及び災害時の情況把握をＵＡＶ（自律飛行）で実施し、撮影された映像をＡＩ
（画像解析）で異常を判断することで、省力化・高度化をはかる。

【河川ＷＧ】
ロードマップ

19

従来の河川巡視 ＵＡＶによる河川巡視・点検、情況把握
ＡＩによる異常の検出

ＤＸ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＵＡＶ自律飛行撮影

ＵＡＶ自律飛行による河川巡視・点検の実施

河川巡視規定改定ＵＡＶ・画像解析技術を用いた
河川巡視検討

運用開始

・監視から異常発見までを自動化することにより、
河川巡視・点検、情況把握の高度化・効率化が可能。

・人が近づきにくい箇所の状況も安全に把握。

ＵＡＶによる撮影

変状把握

パトロール車等による目視巡視

不法行為把握

（ＡＩによるゴミ等の自動判別）

観測から異常・変状
箇所の把握までを自
動化



【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 関東地方整備局

20

・撮影条件（高度、速度、撮影角度）を調整し、現地にて実証実験を実施。
※高画質（４Ｋ）のズーム・ワイドの録画飛行

撮影動画を飛行ルート上の
好きなポイントからの再生が可能

【参考】ＵＡＶ巡視の３次元河川管内図活用例

飛行ルートを３次元河川管内図上で設定・表示。
（送電線の離隔等を立体的に把握）

自律飛行（レベル２）
高度４０ｍ 時速４０ｋｍ飛行 撮影角度１５度

ＵＡＶによる撮影を実施。

・時速40～50kmでも巡視可能（現行巡視時間より短縮）
・影が強い場合には黒くなって見えないため、時間帯に
注意した巡視計画が必要。

ズーム

・ＵＡＶによる巡視計画立案方策及びＡＩ（画像解析技術等）を用いた異常検知について検討する。

Ｒ３実施状況

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

Ｒ４実施目標

・河川巡視規程例に規定されている全ての河川巡視項目について、ＵＡＶ・画像解析技術等を用いた河川
の巡視方法について検討する。

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

ＵＡＶ・画像解析技術
を用いた河川巡視検討

※特記事項

・各ＷＧ等との検討結果を参考にするとともに、可能な箇所からＵＡＶによる巡視・点検を実施する。

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＵＡＶ自律飛行撮影

ＵＡＶ自律飛行による河川巡視・点検の実施

河川巡視規定改定
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・河川における巡視・点検及び災害時の情況把握をＵＡＶで実施する。
（撮影された映像をＡＩによる分析で異常等を検知）

ＵＡＶ・画像解析技術を用いた
河川巡視検討

運用開始



関東地方整備局

【令和３年度】
・富士川砂防事務所において、ＵＡＶによる施設点検の試行。有用性と課題の抽出。※令和４年度継続。

【河川ＷＧ】
ロードマップ

従前の施設点検

砂防施設点検の省力化のために、自律飛行を含めＵＡＶによる施設点検（撮影）を実施する。

現地にて、写真撮影、計測を実施

ＤＸ ＵＡＶによる施設点検

22

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所）

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所以外）

運用開始（令和7年度までに全砂防事務所で運用開始）



・富士川砂防事務所において、ＵＡＶによる施設点検の試行。有用性と課題の抽出。※令和４年度も継続

→ＵＡＶの自律飛行による施設点検を試行。
取得した映像・画像で、どこまで点検可能か、異常を把握できるか等を確認。

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・富士川砂防事務所において、引き続きＵＡＶによる施設点検を試行する
・モデル事務所以外においても、ＵＡＶによる施設点検を試行する

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況
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ＵＡＶの自律飛行（レベル２）による施設点検（試行）

ひび割れ

ＵＡＶにより撮影した画像

鋼管のゆがみ

撮影高度100m

対地高度40～60m付近が最も施設の状況が確認しやすいが、現地条件に
応じて個別に設定する必要がある。



関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

砂防施設点検の省力化のために、自律飛行を含めＵＡＶによる施設点検（撮影）を実施する。

・モデル事務所において、ＵＡＶによる点検計画を作成

Ｒ４実施目標

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

施設点検の試行

点検計画の作成

※特記事項

・富士川砂防事務所の対象渓流において、ＵＡＶの自律飛行を活用した点検計画を作成

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所）

ＵＡＶによる施設点検の試行（モデル砂防事務所以外）

運用開始（令和7年度までに全砂防事務所で運用開始）
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関東地方整備局

【令和３年度】
・河川部において、データの取りまとめ、施設管理手法、適用性検討。※令和４年度継続

施設点検時の写真をＡＩの画像解析技術により変状を抽出し、健全度を判定することで、施設管理の省力
化・高度化を実施。

AI画像解析

①学習

②特徴抽出

③未分類の画像

⑤検出・分類

④特徴の照合

ひびクラス 摩耗クラス

既往の
点検結果画像

変状レベルC変状レベルB

変状レベルA

判定：ひび割れ
変状クラスB

新たな
点検結果画像

ひび割れ検出

【河川ＷＧ】
ロードマップ

ＡＩ画像解析による変状抽出従来の砂防施設の健全度判定

現地で損傷を計測・写真を撮影して、
人の目で変状を判断。

ＤＸ
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＡＩによる画像解析の試行。課題抽出 運用開始

システム構築

施設点検マニュアル改訂案の検討



学習データの一例

・学習データの取りまとめ、施設管理手法、適用性検討。※令和４年度継続

→既往の点検写真を学習データとして、ＡＩによる画像解析を実施。
「変状箇所を抽出し、対象領域の大きさを計測できるか」を確認。

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・学習データを拡張し、変状検出の精度向上を図る
・現在のＡＩ（画像解析）技術の適用可能範囲を踏まえた解析モデルの検討

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

26

ＡＩによる検証結果例

着色部分が検出した箇所

摩耗

摩耗

ＡＩ画像解析による変状抽出

異常あり写真より、特徴を学習させ、ＡＩがどの程度検出できるかを確認。

違う箇所を検出したり、変状を見逃したりと、正答率が低く、さらなる精度向上が必要



関東地方整備局

DX ＷＬＢ

施設点検時の写真をＡＩの画像解析技術により変状を抽出し、健全度を判定することで、施設
管理の省力化・高度化、点検作業の安全性向上を図る。

Ｒ４実施目標

・学習データを拡張し、変状検出の精度向上を図る

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

学習データの
収集・拡張

解析モデルの検討

※特記事項

・現在のＡＩ（画像解析）技術の適用可能範囲を踏まえた解析モデルの検討を行う

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

ＡＩによる画像解析の試行。課題抽出 運用開始

システム構築

施設点検マニュアル改訂案の検討



関東地方整備局

【令和３年度】
・令和元年東日本台風時に決壊した河川を対象に現地にて試験運用。

※那珂川・久慈川（常陸河川国道事務所），入間川流域（荒川上流河川事務所）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

堤防に高密度に設置したセンサーの情報から、越水や決壊の迅速な検知が可能。

現地にて試験運用 本運用（那珂川・久慈川，入間川流域） ※他河川への展開検討

【河川ＷＧ】
ロードマップ

従来の確認状況

巡視による現地確認

センサーによる越水・決壊の把握ＤＸ

28



・令和元年東日本台風時に決壊した河川を対象に現地にて試験運用。
→久慈川・那珂川及び入間川流域において、試験運用を実施。
センサー情報を集約して統合監視を行うシステムの構築・試験調整を実施。

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・Ｒ４出水期より本運用開始。

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況

センサー設置状況

29

センサー監視システム画面 ［拡大］

センサーによる越水・決壊の把握



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

現地にて試験運用 本運用（那珂川・久慈川，入間川流域） ※他河川への展開検討

堤防上に高密度に設置したセンサーの情報から、越水や決壊の迅速な検知が可能。

Ｒ４実施目標

・久慈川、那珂川及び入間川流域において、運用を開始（出水期より）

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

越水・決壊センサー
久慈川
那珂川
入間川流域(越辺川)

(都幾川)

※特記事項

・運用を開始し、得られた知見・課題等を整理

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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運用開始



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

【令和３年度】
（利根川ダム統合管理事務所おいて、貯水池３次元データを取得）※令和４年度より試行実施。

デジタル管理試行

３次元データを活用した、面的管理が可能となり、詳細な堆砂状況を把握することが可能。
また、斜面崩落時に迅速な被害状況の把握が可能。

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ検討・構築

３次元データ取得・蓄積(モデルダム) 本運用

【河川ＷＧ】
ロードマップ
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従来：測量データ ＤＸ ３次元データ デジタル管理

３次元データの蓄積・管理 横断図の作成、経年データも容易に。

（活用イメージ：堆砂差分図）

経年データより作成

二期分のデータより差分図を作成、堆砂箇所、傾向を把握

（活用イメージ：堆砂差分図）



・３次元データ取得（※③ナローマルチビームによる測定にて掲載）

Ｒ３実施目標・実施状況

関東地方整備局

・引き続き、３次元データを取得・蓄積。（③ ナローマルチビームによる測定）

※Ｒ４年度の取り組み方針（案）

DX

ＷＬＢ

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況
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３次元データ活用例：堆砂差分図【イメージ】



令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

関東地方整備局

DX

ＷＬＢ

３次元データ取得・蓄積(モデルダム) デジタル管理移行

３次元データを活用した、面的管理が可能となり、詳細な堆砂状況を把握することが可能。
また、斜面崩落時に迅速な被害状況の把握が可能。

運用開始

Ｒ４実施目標

Ｒ４実施計画

実施項目 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

貯水池堆砂測量
（藤原ダム、相俣ダム、
薗原ダム、八ッ場ダム）

※特記事項

（３次元データ取得、蓄積）

【河川ＷＧ】
Ｒ４実施計画案
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・令和３、４年度のダム貯水池の３次元データより差分図を作成。



【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 関東地方整備局

34

インフラ分野のＤＸ推進のため、

屋外飛行訓練場『ドローンテストフィールド』を、荒川河川敷に開設しました（社会実験）

内 容：ドローン飛行訓練（東京都北区と連携し、インフラ分野のDX 推進及び観光資源の発掘を目的とした社会実験）

場 所：荒川岩淵関緑地バーベキュー広場

期 間：令和３年１２月１７日～令和４年２月２６日（木、金、土のみ実施：29日間営業）

荒川下流河川事務所

利用件数：５件（利用者数：17人）

建設会社
測量会社
医療法人
ドローンインストラクター

個人

赤羽岩淵関緑地
バーベキュー広場

荒川下流河川事務所

岩淵水門

荒川

当日キャンセル４件（強風のため）



【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 関東地方整備局

１．｢ＩＣＴ建設機械｣による操作体験

３．「ドローン操縦」体験

２．「ＩＣＴツール（現場用アプリ）｣の活用

ＩＣＴの普及促進のため、『ＩＣＴ機械体験会』を開催しました。

日 時：令和３年１１月２６日（金） 13:30～15:30

場 所：荒川第二調節池整備箇所（さいたま市桜区下大久保地先／羽根倉橋左岸上流）

対 象：中小企業の技術者・自治体職員 → 参加者数：３０名

内 容：

遠隔操作式バックホウ操作体験

ICTブルドーザ操作体験

自動追尾型測量機の実演（快測ナビ）

荒川調節池工事事務所
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高校１～２年生の４４２名が参加し、建設業界の
取組や状況などを知る貴重な場となった。

【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 関東地方整備局

36

工事安全協議会総会をＷｅｂ開催
「建設業の魅力とやりがいを高校生に」

～オンラインで講演～

・地元建設業者と共同で地元高校生を対象に、担い手
確保の取組としてオンライン講演会を開催。

（令和４年１月３１日）

現場事務所と高校をオンラインで接続。
出張所長と監理技術者らが建設業の魅力を発信。

・会場までの移動時間が不要
・会場設営等が不要（職員の準備作業が大幅に削減）

・参加人数に制限無し（アクセス数：180人）

講演会
「現在の建設業のすがた・皆さんの暮らしと河川工事のかかわり」

・『利根川上流河川事務所工事安全協議会総会』を
Ｗｅｂで開催（令和３年１１月１５日）

利根川上流河川事務所各種会議や講演会をＷｅｂで開催しました。



【河川ＷＧ】
Ｒ３実施状況 関東地方整備局

37

業務・役務において、情報共有システム（ＡＳＰ）を活用し、関係者間の情報共有を効率化。

〇ファイル（資料）の管理・閲覧が容易に。
・打合せ記録簿等を作成、決済処理の実施が可能。発議した資料も一覧で整理され、承認状況等
が確認でき、素早く・漏れなく確認が可能。


